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対象と方法：公立陶生病院にて，IPF 患者 50 例に，右心カテーテル検査後 2 週間以内に
心肺運動負荷試験を測定する．右心カテーテル検査では平均肺動脈血圧 (mean PA)を測
定する．心肺運動負荷試験は自転車エルゴメータを使用し，0 Watt で 3 分間のウォーミ






ラインに準じる．右心カテーテル検査で得られる mean PA と運動負荷試験で得られる運
動耐容能指標や SpO2 の最低値と相関関係を検討した．統計解析は多変量解析やロジス
ティック回帰分析などを SPSS にて解析した． 
結果：IPF 患者 50 例の年齢は 64.8±6.2 歳，%FVC は 70.1±21.7％，%DLco は 45.4±22.1％
であった．CPX の測定項目は，peakVO2 は 12.8±5.7，VE/VCO2 slope は 50.4±17.8，VO2/WR
は 6.5±2.8，peak TV は 1.4±0.5L，peak VE は 66.3±20.4L，peak RR は 56.5±14.5
回，peakHR137.4±17.2 bpm，最低 SpO2 の最低値は 87.8±5.5％であった．右心カテー
テル検査で得られた mean PA は 18.8±6.2mmHg であった．mean PA と相関関係を認めた
のは，peak VO2，VE/VCO2 slope，VO2/WR，最低 SpO2 の最低値，％DLco であった(p＜0.05)．
多変量解析で mean PA と関係を認めたのは，VE/VCO2 slope と最低 SpO2 であった(p＜
0.05)． 
結語：IPF 患者の肺動脈血圧は，運動時の V/Q ミスマッチを表す VE/VCO2 slope と運動
時低酸素血症に強く影響している． 
発表：2016 年 9 月に行われるヨーロッパ呼吸器学会に発表予定である．  
